顔 をして 笑 はれた。 私 は 幾分 得意の やうで もあった が 

それよりも、 何処か 人と 合 はない 傾向 を 自分自身に 気 

付いて、 それ を 淋しい ものと 思った。 

その やうな 字の 傾向 は、 確かに 年少の 私が 字 を 習 ひ 

始めに 養育 母が その 緖を 与へ たから だと 言 へ ば 言 へ る 

が、 私自身の 生れつき にも 原因が あった。 今に 至る も 

私 は 不器用で、 物 ごと を すら/ \ 運 ぶこと が 出来ない 

性質で ある。 世の 多くの 人ぶ は 経験 を 積む ことによ つ 

て 着ぶ 熟練 上達し、 同じ こと をな すに は 無意識で も 反 

射的に 手際よ くす る ことが 出来る。 ところが、 私 は、 

幾度 同じ こと を 繰返しても、 その都度、 全く 新奇な こ 



て 優れた 字の 含む 風韻 とか 格と いふ もの を 感得 させて 

呉れられた。 (舅の 友人に 前 田 黙 鳳と いふ 先生が あつ 

て、 その 古朴 正 厳な 覇気 横溢の 書体に も 私 は 深く 感銘 

を 得た こと を 憶えて ゐ る。) 私 は 斯様に 字に 就いて 可 

なリ 我儘で あると 同時に 悩んだ。 従って 時代く によ 

り 筆法が 変 はり、 今に 至る もま だ 固定した 私の 字と い 

ふ もの はない。 自分の サイン さへ 決まって はゐ ない ほ 

どで ある。 

それだけ 字に 対する 興味と 意気込み は、 日に/ \ 新 

な ものが ある。 今後 も 私 は 書かう とする 一 字/ \ を 初 

めての 字の やうに 思 ひ 做して、 新奇の 気構えで 書く こ 
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